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7月20日（月・祝）、カモメリア周辺および神野ふ頭3号岸壁で「豊橋みな
とフェスティバル2026」が開催され、多くの来場者でにぎわいました。

オープニングセレモニーでは、長坂尚登豊橋市長や根本幸典衆議院議員らが
あいさつし、恒例のクラッカーでイベントが華やかにスタートしました。

岸壁では、名古屋港湾事務所の海洋環境整備船「白龍」、海上保安庁の巡視
船「いすず」、三谷水産高校の実習船「愛知丸」が一般公開され、子どもか
ら大人まで多くの人が船内見学を楽しみました。

三河港湾事務所のブースでは、子どもたちに港湾物流への興味・関心を持っても
らうことを目的に、コンテナ船や自動車運搬船（PCC船）に関するクイズ、自動
車の積み込み体験コーナーを実施。また、三河港のにぎわいを紹介するタペスト
リーや「みなとオアシス」のポスター展示も行いました。
さらに、スタンプラリー参加者にはペーパークラフトをプレゼント。たくさんの
親子連れが訪れ、私たちの暮らしを支える港の役割や三河港の魅力を楽しく学ぶ
一日となりました。

当日は真夏の暑さにもかかわらず、多くの方にご来場いただき、会場にはたくさ
んの笑顔があふれました。

三河港湾事務所では、これからも地域の皆さんに三河港への理解と関心を深めて
もらえるよう、さまざまな取り組みを進めていきます。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

７月15日（水）、工事受注者と事務所職員等による『工事安全パトロール』を
実施しました。『工事安全パトロール』は、事務所の発注した工事を対象に、
労働災害事故防止のために毎月1回程度実施しております。
今回は衣浦港の中央西ふ頭6号岸壁で実施中の工事をパトロールしました。

この工事では傷んだ岸壁を補修する工事となりますが、補修を行う箇所は
岸壁の下となっており、海との間に足場を設置して作業を行っています。
現在は、傷んだコンクリートの取り壊しを行い、細くなっている鉄筋を取り換
えて、元と同じ形になるように型枠の中にモルタルを注入して補修する作業を
行っております。

パトロールでは、掲示物の確認や事故に繋がるような箇所がないかなどの確認
を行いました。また、最近気温が上がっていることもあり、こまめな休憩をす
るなど改めて熱中症に対する注意喚起も行いました。

三河港湾事務所では、今後も定期的にパトロールを実施し、労働災害事故防止
に努めてまいります。

工事看板の前で花を育てています！

自動車の輸入台数・輸入金額ともに33年連続日本一を誇る三河港
で、アメリカの電気自動車メーカー「Tesla（テスラ）」の輸入取
扱いが始まりました。

７月６日（月）、テスラ車の陸揚げが行われ、本格的な輸入がス
タート。今回輸入されたのは、「Model Y（モデルY）」300台
と「Model Y L（モデルY L）」700台の計1,000台です。どち
らもガソリンを使わず、充電した電気で走るバッテリー式電気自
動車（BEV）です。

輸入された車両は、新車整備センターでの点検等を経て、三河港
から西日本各地へ運ばれる予定です。

テスラ車の取扱開始により、三河港で輸出入される自動車ブラン
ドは28ブランドとなりました。関係者は、今後も四半期あたり約
6,000台規模の取扱いを見込み、港内での安定した供給体制の強
化を進めていくとしています。

世界中のさまざまな自動車が集まる三河港は、今後も自動車物流
の重要な拠点として、地域の産業を支えていきます。

伊良湖菜の花ガーデン（田原市） 伊良湖みなとフェスタ（田原市） 港町夜市（蒲郡市）
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